
球磨川の瀬の再生を行うための床固工が見られます

（加藤清正由来の「八の字堰」の形状の復元と瀬の再生）
◆日本でも有数の急流河川で、「球磨川４８瀬」をはじめ多くの瀬が存在する球磨川。

◆長年の河川改修等により減少した瀬を再生し、名物「尺アユ」をはじめとする多くの生き物がいつまでも

生息できる環境を創出するための取組として、球磨川下流域において重要な瀬の一つである遙拝堰下

流の瀬を再生するための「八の字堰」の整備を行い、平成３１年３月に完成しました。

◆この八の字堰は「瀬の再生」と「歴史的土木遺産の再現」を融合させた事業であり、加藤清正由来の

「八の字堰」の知恵を取り入れ、石組構造によりかつての「八の字堰」を再現しました。

◆なお、周辺環境に馴染み独自性のある土木景観が生み出されていることが評価され、令和２年１０月に、

グッドデザイン賞２０２０（主催：公益財団法人日本デザイン振興会）を受賞しました。

１）申し込み先 ：

住所 ： 熊本県八代市萩原町１丁目７０８－２ 国土交通省八代河川国道事務所 流域治水課

電話 ： ０９６５－３２－４１３５（代表）

FAX ： ０９６５－３２－１６８８ E-mail ： qsr-yatsushiro@mlit.go.jp

２）申し込み方法 ：

①住所、②氏名、③連絡先電話番号、④希望見学日時、⑤見学者人数（大人、子供）を記入のうえ、

FAX、E-mail のいずれかにより、２週間前までにお申し込み下さい。

３）その他 お申し込みに当たりましては、いくつか留意点がありますので、まずはお電話でお問い合わせ下さい。

申し込み方法

トンネル内掘削状況

■八の字堰の形状の復元による瀬の再生イメージ

（財団法人 永青文庫所蔵）

領内名勝図鑑＿第十巻 求麻川筋（寛政５年）

・見学場所：熊本県八代市萩原町

・見学可能日時：平日（土日・祝日、12/29～1/3を除く） 10:00～16:00

■加藤清正由来の八の字堰の絵図

■位置図

■本体完成【平成31年3月完成】


